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 内海愛子氏が『スガモプリズン ー  占領下の「異空間」』を上梓している。Ａ級戦犯につ

いては多くの報告があるが、内海氏はＢＣ級戦犯の裁判と戦犯たちの実情を報告した著作

を出版している。Ａ級戦犯は、東京裁判で被告 25 名の内、7 名が絞首刑になり、他は禁固

刑の有罪判決を受けた。東京裁判は戦勝国による一方的な裁判であるとの批判があるが、

この裁判によって、日本は国際社会に復帰する道筋を開いたと言えよう。本書は、ＢＣ級

戦犯としてスガモプリズン（巣鴨刑務所）という異空間に押し込められた人々の想いを掬

い上げ、戦争とは、平和とは何かを問うている。戦争責任とは何かを考えさせられた。 

 ＢＣ級戦犯裁判は、国内では横浜法廷 1 ヶ所だが、アジア各地の 51 ヶ所で開かれた。起

訴された者 5700 人、死刑判決 984 人、死刑執行 920 人、無期刑 475 人、有期刑 2944 人と、

戦犯たちは厳しい判決を受けた。裁判は集団殺害、組織的テロ、強姦、略奪、捕虜虐待を

容疑としたが、捕虜虐待が圧倒的に問われ、その裁判は正当でないものも多々あった。日

本は国際法教育を怠り、下士官、兵士などは無知の者が多かった。更に、捕虜になった外

国兵を軽蔑する風潮もあった。日本と連合国との「人権意識」の違いがあり、ＢＣ級裁判

では、捕虜虐待が大きな争点になっている。国内では、容疑者が続々とスガモプリズンに

集められ、死刑判決が下されていった。最初は、福岡俘虜収容所の所長・由利敬中将に死

刑判決が下され、執行された。由利は「お母さんに私の骨だけでもオテントウさまに見せ

てくれとたのんでください」と言い遺したという。スガモプリズンでは、19 人が死刑執行

され、また、米海軍軍艦の搭乗員 3 名の殺害に関係した 7 人が突然、死刑執行された。そ

の後、米軍は戦犯容疑者の逮捕を打ち切ると発表し、死刑囚 34 人を減刑し、スガモに死刑

囚はいなくなった。スガモプリズンでは強制労働を課せられたが、新聞発行、文化サーク

ルなど、米軍当局の検閲を受けながらも、自分たちの想いを表わす活動をした。刑務官は

「われわれは戦犯者の味方ですから、不利益になるようなことは、絶対に米軍に報告しな

い」と書いている。7 年に渡る刑務所生活の中で、「酷悪非道の戦争犯罪人」から「戦争受

刑者」となり、「戦争犠牲者」と呼ばれるように変わっていった。1951 年、サンフランシス

コ条約が調印され、釈放を期待したが、連合国の捕虜虐待への怒りは溶けず、期待は裏切

られた。1952 年、管理が日本に移され「巣鴨刑務所」に変わった。戦犯たちは、釈放を求

め「沈黙の貝にはならず」、新聞、雑誌に積極的に投稿した。 

 戦犯で刑死した 701 通の遺書を集めた『世紀の遺書』という大部の本がある。この遺書

を分析すると、戦争反対者は 3.4％で、「有罪」を認めた 2.1％のうち「反戦」を表明した

者は皆無であった。ところが、スガモプリズンの戦犯たちは、長い拘留の中で、反戦、再

軍備反対、天皇の戦争責任を明確に主張するようになった。匿名で『世界』に、「平和のた

めにという標語の下、平和を破壊し歴史を逆転せしめる殺戮戦に私も一つの役割りを果た

したのでした。安価な自己慰安を根底から破壊され、私はそれからどんなに耐え苦悩と絶

望の中に過ごしたことでしょう」と投稿している。戦犯たちの手記には、戦犯裁判、日本

の軍隊、帝国主義戦争、植民地支配への批判が打ち出され、「巣鴨の反省」が綴られている。

巣鴨在所有志一同には「極東裁判に於て、何故天皇はじめ戦争責任者たちの多くが、裁か

れなかったかということであります。私達は今、日本に再軍備が強要され再び戦争のあし

音が日一日と迫って来つつあるのをよく承知しております」と書いている。戦犯と関わっ

た安部公房氏は「事実は、ここにこそ真の平和主義者がいた」と書いている。最後の戦犯

が 1958 年に仮出所し、巣鴨刑務所は閉鎖された。戦犯たちが苦しみ抜いた地には「永久平

和を願って」の碑が建っている。彼らの苦しみから学ぶことが多いと痛感した。 


